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１．海上・航空貨物情報連携の考え方について

区分 概要 備考

１．個別検討事項 航空システムと海上システムにおける貨物情報連携の整理

２．現行仕様 ・航空システムでは航空貨物のみの取り扱いであるのに対して、海上システ
ムでは海上貨物及び航空貨物の取り扱いが可能である。
・海上システムでは、航空貨物を登録して輸出入申告まで行うことが可能で
ある。

３．見直しの経緯
（利用者の要望等）

・NACCSは、上流から下流までの一気通貫型のシステムで、一連の業務を
連携して処理することが大きなメリットであるが、現在、以下のパターンの
処理があり、メリットが活かされていない。
・海上システムで航空貨物を登録した場合は、輸出入申告まで実施可能であ
るが、搭載等の後続業務を行うことができない。
・航空システムで到着した貨物を海上システムで輸入通関処理をする場合、
海上システムでシステム外搬入の手続きを行う必要がある。

４．次期仕様 ・以下のいずれかの案により改善を図る。
（案1）海上システムで航空貨物を扱う機能を廃止し、海上貨物は海上シス

テムで、航空貨物は航空システムで扱うことにより、一気通貫処理
を原則とする。

（案2）海上システムと航空システムの貨物連携機能を拡充し、海上で輸出
許可した貨物情報を航空システムの搬入業務で処理できるようにす
るなどの改善を行う。

５．その他

航空システムと海上システムにおける貨物情報連携について、以下のとおり整理のうえ、見直し
の方向性を検討したい。



２．輸出における問題点

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）

搬入確認登録（輸出未通関）
（ＢＩＣ）

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

バンニング情報登録
（ＶＡＮ）

【海上システム・輸出】 【航空システム・輸出】

海上システム外へ搬出
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ＣＹ搬入確認登録
（ＣＹＡ）

海上貨物

船積情報登録
（ＣＬＲ）

船積情報登録
（ＣＣＬ）

航空貨物

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）

搬入確認登録（輸出未通関）
（ＢＩＣ）

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

搬出確認登録（輸出許可済）

（ＢＯＣ）

個別搬入確認登録
（ＢＩＩ）

搭載完了登録
（ＣＬＢ）

搭載完了
（ＣＬＥ）

空港蔵置場において航空シ
ステムの個別搬入業務で全
項目を入力

輸出貨物情報登録
（ＣＤＢ）

搬入確認登録
（ＢＩＬ・ＢＩＩ）

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

搬出確認登録
（ＥＸＡ等）

個別搬入確認登録
（ＢＩＩ）

搭載完了登録
（ＣＬＢ）

搭載完了
（ＣＬＥ）

航空貨物

海上システムで航空貨物として登録し輸出許可まで受け、航空で輸出するケース
⇒通関を受託した通関業者の営業所が海上地域で、自社システムが海上システムに対応しているため、海上シ

ステムで輸出許可まで受けた後、空港蔵置場に向けて保税運送し、空港でシステム外からの航空システムの
個別搬入（ＢＩＩ０１による呼び出しはほとんど利用していない）

貨物情報が途切れてしまう

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）

搭載完了
（ＣＬＥ）

＝海上

＝航空



３．輸入における問題点

積荷目録情報登録
（ＭＦＲ）

積荷目録提出
（ＤＭＦ）

船卸確認登録
（ＰＫＩ/ＰＫＫ）

ＣＹ搬出確認登録
（ＣＹＯ）

【海上システム・輸入】 【航空システム・輸入】
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搬入確認登録
（ＢＩＡ）

海上貨物

輸入申告
（ＩＤＡ/ＩＤＣ）

ＡＷＢ情報登録等
（ＡＣＨ/ＨＣＨ）

貨物確認情報登録等
（ＰＫＧ/ＨＰＫ）

輸入申告
（ⅠＤＡ/ⅠＤＣ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

航空貨物

ＡＷＢ情報登録等
（ＡＣＨ/ＨＣＨ）

貨物確認情報登録等
（ＰＫＧ/ＨＰＫ）

輸入申告
（ⅠＤＡ/ⅠＤＣ）

航空貨物

搬入確認登録（保税運送貨物）

（ＢＩＡ）

保税運送申請
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ） ・顧客の指定する保税蔵置場に

搬入
・海上貨物も蔵置されているこ
とから処理を一本化するため海
上システムで後続業務を処理

航空貨物として到着した後、海上システムで通関するケース
⇒航空貨物として到着し、航空システムで貨物情報登録したのち、顧客の指定する保税蔵置場に保税運送し、海

上システムでシステム外搬入をしてから輸入通関・許可を受ける。許可後の在庫管理までを業務の一貫として
請け負っており、海上貨物も多く扱っていることから、どちらか一方で処理する必要がある（物量的には海上
貨物が圧倒的に多い）。



４．見直しの方向性１
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海上システムにおける航空貨物の取り扱いを廃止し、航空貨物は航空システム、海上貨物は海上システムで処
理する。
⇒現在、海上システムで航空貨物を扱っている利用者は、全ての業務を航空システムで実施するための対応が
必要である。

方向性 １

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）

搬入確認登録（輸出未通関）
（ＢＩＣ）

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

バンニング情報登録
（ＶＡＮ）

ＣＹ搬入確認登録
（ＣＹＡ）

海上貨物

船積情報登録
（ＣＬＲ）

船積情報登録
（ＣＣＬ）

輸出貨物情報登録
（ＣＤＢ）

搬入確認登録
（ＢＩＬ・ＢＩＩ）

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

搬出確認登録
（ＥＸＡ等）

個別搬入確認登録
（ＢＩＩ）

搭載完了登録
（ＣＬＢ）

搭載完了
（ＣＬＥ）

航空貨物



５．見直しの方向性２

【海上システム】
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海上システムにおける航空貨物の扱いを維持する。
貨物情報の連携機能を拡充して後続業務への連携を可能にする。
⇒航空貨物を海上システムで輸出貨物情報登録を行う場合、航空システムの搬入業務に必要な項目を、航空貨
物を海上システムで輸入申告を行う予定の貨物については、ＡＷＢ情報登録の際に、海上システムの搬入業務
に必要な項目の追加登録が必要になる。

方向性 ２

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）

搬入確認登録（輸出未通関）
（ＢＩＣ）

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

搬出確認登録（輸出許可済）

（ＢＯＣ）

個別搬入確認登録
（ＢＩＩ）

搭載完了登録
（ＣＬＢ）

搭載完了
（ＣＬＥ）

ＡＷＢ情報登録等
（ＡＣＨ/ＨＣＨ）

貨物確認情報登録等
（ＰＫＧ/ＨＰＫ）

輸入申告
（ⅠＤＡ/ⅠＤＣ）

搬入確認登録（保税運送貨物）

（ＢＩＡ）

保税運送申請
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

輸出貨物情報登録
（ＥＣＲ）

搬入確認登録（輸出未通関）
（ＢＩＣ）

輸出申告
（ＥＤＡ/ＥＤＣ）

搬出確認登録（輸出許可済）

（ＢＯＣ）

個別搬入確認登録
（ＢＩＩ）

搭載完了登録
（ＣＬＢ）

搭載完了
（ＣＬＥ）

ＡＷＢ情報登録等
（ＡＣＨ/ＨＣＨ）

貨物確認情報登録等
（ＰＫＧ/ＨＰＫ）

輸入申告
（ⅠＤＡ/ⅠＤＣ）

搬入確認登録（保税運送貨物）

（ＢＩＡ）

保税運送申請
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

輸出 輸入
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